
 

 

プレスリリース                                  福 島 市 
 

令和７年７月１８日 

「人権って？」 「平和って？」 
～ ふくしまヒューマンフェスティバル２０２５「人権と平和展」 ～ 

 

 市民の皆さんに人権の意味、平和の尊さを再認識してもらい、人権尊重思想の普及と平和

意識の高揚を図ることを目的として、下記により「人権と平和展」を開催します。 

 今年は戦後 80 年の節目にあたり、平和について自分ごととして考えてもらうため、初の

取り組みを含めた特別企画を実施します。 

 また、男女共同参画についての「あなたからのメッセージ」・はがきに綴る「中学生平和への

メッセージ」表彰式と全応募作品の展示を行います。 

記 

１ 日  時 ： 令和７年７月２５日（金）～２９日（火） ５日間 

午前９時３０分 ～ 午後７時 入場無料 

２ 場  所 ： Ａ・Ｏ・Ｚ（アオウゼ） 交流広場ほか  [ＭＡＸふくしま４Ｆ] 

３ 内  容 ※詳細は別紙チラシをご覧ください。 （【初】が初めて実施） 

  戦後８０年特別企画 

（１）原爆投下前後の広島を疑似体験できる VRゴーグル【初】 

（２）核兵器と戦争に関する 16の問い展【初】 

（３）福島市に投下された模擬原爆の破片展示 

（４）被爆体験証言者と広島市の高校生による共同制作「原爆の絵」の展示  

（５）平和講演会（7月27日（日）14:30～15:30）          ほか 

 

  ７月２６日（土）・２７日（日） 午前１０時～午後３時 

   人権相談（人権擁護委員が相談に応じます） 

４ 表彰式 

  ７月２７日（日） 午後１時～ 【アオウゼ 多目的ホール】 

（１）表 彰   ①男女共同参画についての「あなたからのメッセージ」（入賞作品２８点） 

②はがきに綴る「中学生平和へのメッセージ」（入賞作品１０点） 

（２）出席者   ①入賞者  ３８名 ※当日欠席の場合有り 

②福島市長 木幡 浩 

③福島市男女共同参画審議会会長 横田 智史 氏 

           ④福島市教育委員 立花 由里子 氏 

 

 

 

 

☑事前告知のお願い ☑当日の取材のお願い 
☐その他 

担当：総務部男女共同参画センター 

   所長 赤間、主任 酒井 

   電話024-525-3784（直通） 

担当：総務部総務課 

   課長 秋葉、課長補佐 菅野 

   電話024-525-3701（直通） 
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令和7年

7/25（金）   29（火）9：30～19：00

人権と平和展

主催／福島市　　　共催／福島市教育委員会、福島・相馬地域人権啓発活動ネットワーク協議会
後援／広島市、長崎市、ＮＨＫ福島放送局、福島民報社、福島民友新聞社、朝日新聞福島総局、毎日新聞福島支局、読売新聞東京本社福島支局、日本経済新聞社福島支局、産経新聞福島支局、河北新報社、
　　　時事通信社福島支局、共同通信社福島支局、ラジオ福島、福島テレビ、福島中央テレビ、福島放送、テレビユー福島、福島コミュニティ放送ＦＭポコ、ふくしまＦＭ

問い合わせ 福島市役所 総務課　TEL 024-525-3701　男女共同参画センター　TEL 024-525-3784

ふくしまヒューマンフェスティバル２０２５

会場

入場無料

僕らの子供に 戦争ってなぁに？ って聞かれたい福島市平和事業
キャッチフレーズ

駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 
開催内容の詳細は裏面をご覧ください。

福島市は「核兵器廃絶平和都市」です

メッセージ部門

イラスト部門

　　　 男女共同参画メッセージ
中学生平和メッセージ  作品展
令和7年度

高校生・一般の部（メッセージ部門）

小学生の部

２7
（日）

平和講演会【要申込】

１４：３０
▼

１５：３０

国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館　家族証言者  三根 礼華さん
「長崎市で被爆した祖母の被爆体験や思い」

戦後８０年記念 特別企画
『記憶の継承』ヒロシマ、ナガサキ “あの日”から８０年

80年前、原爆投下の訓練のため福島市に
模擬原子爆弾が落とされ
1人の尊い命が犠牲となりました。
※人権と平和展では爆弾の破片に実際に触れることができます。

福島市に投下された
模擬原爆の破片展示
（瑞龍寺蔵）

渡利地区歴史研究会　齋藤 英さん
「渡利に模擬原爆投下・水田に大穴」
2
部

1
部

●被爆体験証言者と広島市の高校生の
    共同制作「原爆の絵」の展示

●原爆投下前後の広島市街地の
　様子を疑似体験できるＶＲゴーグル

令和6年度最優秀作品

「新天地の惨状」　作：神垣優香
所蔵：広島平和記念資料館

講演会の
申し込みは
こちら

展示内容の
詳細は
市HPへ



福島市 福島市ホームページをご覧ください。

　われわれは、世界の恒久平和を実現するため、世界連邦建設の趣旨に賛同し、
全世界の人々と相携えて人類永遠の平和確立に努力することを宣言する。

　世界の恒久平和と安全は、人類共通の願望である。
　しかるに、世界における「核」は、今や平和利用の域をはるかに越えて、核軍
備拡大競争はとどまることなく、世界平和に深刻な脅威をもたらしている。
　我が国は、世界唯一の核兵器による被爆国として、人類生存の危機をも招く
核兵器の脅威と今なお続く被爆者の苦しみを全世界に訴え、この人類社会に
おいてかかる惨禍を再び繰り返させてはならない。
　よって、私たちは、日本国憲法の平和主義の精神に基づき、「非核三原則」を
堅持していくことを強く希求し、我が福島市域においては、いかなる国のいか
なる核兵器も配備貯蔵することはもとより、飛来・通過することを拒み、核兵器
の廃絶・軍備縮小と世界の恒久平和の実現を願う「核兵器廃絶平和都市」であ
ることをここに宣言する。

　昭和２０年（１９４５年）８月６日に広島市、３日後の８月９日
には長崎市に原子爆弾が投下され、多くの人々が犠牲となり
ました。原爆で亡くなられた方のご冥福と世界恒久平和の実
現を祈り、原爆が投下された時間に１分間の黙とうをお願い
いたします。

１分間の黙とうを

人権相談

平和宣言 昭和48年3月22日議決

核兵器廃絶平和都市宣言 昭和60年12月26日議決
昭和61年2月1日宣言

福島市は
平和に関する宣言をしています

８月６日・９日は広島・長崎に原爆が投下された日です

◎広島市に原爆が投下された時間……８月６日　午前８時１５分
◎長崎市に原爆が投下された時間……８月９日　午前１１時２分

7/26（土）・27（日）
10：00～15：00

人権擁護委員が相談に応じます。
DVや男女差別、家族間の問題など相談内容は問いません。

※秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。

別室を
ご案内します

人権コーナー
●令和７年度男女共同参画についての
　「あなたからのメッセージ」作品展
小学生以上の方からご応募いただいた全ての作品を展示します。

●人権に関する紹介コーナー
・人権擁護委員の活動紹介
・人権作文コンテスト作品紹介
・人権パネル展

10:00～15:00

●ふくしま市女性団体連絡協議会
　紹介コーナー

●万華鏡づくり

●ボッチャ体験コーナー

●人権かみしばい

平和コーナー
●令和7年度はがきに綴る
　「中学生平和へのメッセージ」作品展
中学生を対象に募集した平和に関するメッセージの全ての
作品を展示します。

福島市が加盟している平和首長会議が作成した、広島・長崎の原爆被害の
実相等に関してわかりやすく説明したポスターを展示します。

16の問いかけを通して、臨場感をもって核兵器のことを一緒に
考えてもらえる内容のパネルを展示します。

●平和首長会議原爆ポスター展

戦後の今も平和の大切さを訴えかけている日米友好の証の
「青い目の人形」を展示します。

●青い目の人形展

●広島・長崎に届けよう！折り鶴コーナー
●北方領土パネル展

●核兵器と戦争に関する16の問い展

●原爆の熱線で溶けた瓦と
　広島型原爆（リトルボーイ）の実物大ポスター

～日本とアメリカをむすんだやさしい大使たち～

7月26日（土）～27日（日）

開催内容のご案内

福島市　人権と平和展

人権や平和に関するクロスワードに挑戦して、景品をゲットしよう！


